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F分の L地質図書根室北部(蛍II路-5H 13 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師長谷川 潔

同 三谷勝利

はしがき

この図1~1i\調査は，昭和 30 年と 31 年に，延約 60 日でおこなった。調査資料の整理は，

火成岩類は長谷川が，堆積岩類は三谷が，それぞれ担当しとりまとめた。

この図l隔地上或は，北海道の最東端lこ細長くっきでている根室半島の一部をしめている。

この半島地域は， 日本では数少ないアノレカリ質火成岩類が分布していることと，特ちょう

のあるミ車石ミがみられることで，地質学的にはやくから注目されてきたところである。

したがって，いままでにも多くの人達によって地質調査がおこなわれており，それぞれ地

質学上の問題について，研究論文が発表されている。

調査資料のとりまとめにあたっては，この図柄の東に隣接ーする河川少布図l~h}~ を担当し

た本所藤原哲夫技師から貴重な資料の提供をうけた。

本「斤鈴木守扶WIiおよび、北海道大学理学部地質学鉱物学教室高橋俊正ー修士には， !B}タト調査

に際して援助をうけるとともに，参考志見をいただいた。また，北海道大学理学部地質学

鉱物学教室舟時三男助教授， I日3井義雄講filiiからは，多くの助言を賜った。

石材試験は，北海道大学工学部土木学教室四方哲雄学土にお即日し〉した。なお，現地にお

いては，根室高等学校吉元豊氏から，ことのほかいろいろとお世話をしていただいた c 上

記のかたがたに厚くお礼を申しとげるつ

I 1立 li~=-t~よび交通

この図l陣地域は，オホーツク ti~ と太平洋を}"3~する根室半島の一部を I~ めており，北緯 43°20'

に巻末参考文献
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--43°30'，東経 145 3ー0'--145
0
45' の ;ii~山jである。なお，半島北側の海域は， オホーツク海

のなかでも，根室{;写と呼ばれている。

副主主い

行政とは，根室支庁の昔;ilfinにあり，図1隔地域の西半分は根室FiJ'に，東半分は歯舞村に，

それぞれ属している。

交通は，太平洋阜では，根室市から!生i舞部落まで拓殖鉄道が施設されており，定期便が

通っている。また，道陥の発達状態も良好である。乙れに反して，北岸の根室湾側は，根

室市からコタシケシ川口まで，陥員 5m の道路が，海岸にそって閉さくされているだけで

ある。それ以外の海岸線は，踏跡ていどの小道が，通じているにすぎない乙

最近，歯舞部落からナンコタン川口まで，半島を横断する道路が開さくされつつあるし，

ゴタンケシ以東の小道を， ipjf;員 5m の道路に拡張する予定もあると聞く。 ;11い将来には，

交通も便利になることと忠われる。

II 地形

この地域の地形は，半島内部では標高 20m--40m の，なだらかな平 J:Il百をノ!~成してい

ることが持ちょうである。また，河川による侵蝕の度合がきわめて弱く，幼年期の地形を

呈している。

写真 1 根室半島の地形

上にのべた平山.而は，標高 30 m--40m の高位の平坦両と， 20m~30m の低位の平坦 I可

とに，わけることができる。これらの平坦而には，球層が発達していることから，それぞ

れ段丘とみられる。高位の段庄は，半島の中央部で，半島ののびと同じ方向二のびて分布
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しているっこれをはさんで， n1rj{8JJの海岸にそって，低イ立の段圧が広く発達している。これ

らの 2 段の段Ji.は，はげしい風蝕をうけており，さらに，火山川;層でおおわれているので，

現在では，両段丘の区別がむずかししユ c このため， ちょっとみると，なだらかな丘陵のよ

うにみえるつ

低位の段丘が， {fljj宇:まで迫っているので ， ii~岸線は，どこでも，切立った急庄を形成し

ている c そのうえ，海岸線は凹l竺lに包んでいる。この凸j~)にあたる部分は，火成岩類によ

って構成されてしユる場合が多G)o これに反して凹部は， JW積岩;上えからできている。また，

lfijJ二には，多くの圭fii!，I~、や II釘ljhが点在している。これらの岩礁の大部分は.火成岩類から構

成されているごl このように山岸線の地 II:; は， ~~~~Hffの地質によって，つよく支配されている

ことがうかがオつれる c

{III 憤J也は，名、河川にそってわずかに発達しており，湿地+lrをつくっている i場合が多い c

内陸部は，地;\':. l' 二L:賀・気候などの影響:をうけて，樹木の生育が思く，荒地になってい

る c わずかに，牧百に利用されているにすぎない。

人去は.各川口附 j[jJこわずかに点在するていどで，人口官民はかなり低い。このlti~l戒に

住むノに々は，漁業によって生活を営んでいる。

III 地質概説

東部北引誌の])I[1'.(rから根室半島をへて，さらに，現在ソ連領内にある色丹島などに連な

る延長約 150km におよ〆j-;:P'[if1JIIζ は， J二部白皇紀層が分1ii し，この地層のなかに，火成岩

類が近入しているつ

火成岩組:土，アノレカリ質玄武岩などの玄式岩を，特ちょうとしてp ることから，この地

域は，アル j7 リ岩石区として取悦われている。このため，北海道の他の火成岩分布地域か

ら区別されて I. コる。

また，この火成宏類の分布や配列などから推定される主主~な構造線は，ほぼ N800 E の

方向性をとり，海岸線に平行に走っている。この構造線の方向は，根室半島および知床半

島のIi可i世にかさってみられる方向である。

これらのことから，地質構造上，知床半島や千島列島をもふくむ，千島弧 (Kurile arc)

吋根室半島より約 80km 北~こ， N60ー E のゴ j 向をとって京に突出している半島である c な

お，この Irr~h は，新第三紀初葉から現 i止までの火山岩類によって構成されている c
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i主主N'な

のタト帯と l呼ばれており， 日本花綜列島のなかの，一つの弧となっている。

この弧の形成は，アノレプ。ス造山運動の末期に-形成された造山帯I~U·縁部の地帯ともいわれ

ている。また，太平洋と大陸のJ5i 1乙白豆紀末から第三紀初葉にかけて形成された，大裂

げき帯によるものともいわれている。しかし，その詳しいことは，まだjiG らかにされてい
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なし〉。

乙の図幅地域は，すでにのベナこ地区の一部を占めている。

との地域の地質構成物は，大まかにみると，土部白宝紀に属する根室層群と，このよ也層

のなかに近入している火成岩類，およびそれらを不整合におおって発達する第四紀の堆漬

物とにわけられる口これらの関係は，第 1 図の模式柱状図にしめしたようなものである。

根室層群は，上部白望紀のなかの，ーと部浦河世からへトナイ世にかかる地層である。こ

の地層は，下位よりノヅカマザプ層・根室層・長節層・落石層・ユノレリ層にわけられる。この

図IpNI地域に分布しているものは，このうち，ノッカマップ層と根室層の一部だけである。

ノザカマップ層は凝灰質棟岩，集~忠岩および砂岩，泥岩の互層からなり，根室層は砂岩

と泥岩の互層から構成されている。この両者は，岩相のちがいからわけられており，その

関係は漸移関係にあるつなお，ノッカマップからはイノセヲムスなどの化石を産する。

根室層群に近入している火成岩煩は，いずれも玄武岩で，合かんらん石柱l面玄式岩・か

んらん石組団組粒玄武岩および玄式岩脈にわけられる。

合かんらん石組面玄武岩のj証人形式は，シート状をとり，その一部は天然記念物にも指

定されている，有名なミ車石、と同じような車石を作っている。岩買は， ~;'\長石の斑品が

目立つち密な玄式岩であるつなお岩相の変化は，ほとんどみられないっ

かんらん石i町田粗粒玄武岩の岩体は，一部は地層面に平行し，また一部は地層を切って

近入している。 近人形式は，不規則な形をしたシートをなすものと考えられる。岩質は完

品質で，やや深成岩ににた性質をしめしており，ピクライト玄式岩 (Pinite basalt) 質の

部分が多い。さらに，この岩休中にはモンゾニ岩茸部をふくみ，また閃長岩質細脈が節理

面lこそって発達している。

玄武岩脈は， I刊の二者の玄式岩をも切って発達する岩脈である。その近入方向は， N20ー

~600W をしめすことが多い。

とれら火成岩類の近入 l時期は，いずれも|時期が不明であるが，合かんらん石粗面玄式

岩は白重紀に近したものとみられる 3 また，かんらん石粗面粗粒玄武岩は，それよりも

おくれて近入し，白望紀末である。玄式岩脈は，よりおくれた時間に近入したものであ

る。

根室層群およひ

さらに，それをおおっている火山灰層とにわけられる。段丘堆積物は，まえにのべたよう

平天然記念物に指定されているのは，隣接の根室南部図幅中の花咲|仰にある。
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写真 2 ノッカマップ府 (A: 集塊岩部)

[こ，標 II主 4001 までの段丘と， 30m までの段丘と， 2 段にわけられるっ

これらをおおって発注している火山ルて層は， 3 枚~4 枚の薄層からなり，摩周火山灰層

と呼ばれるものの一部とみられる c

根室層群は， N60~~80° E ・ 15°~25° SE の走n~1J・傾斜をしめす単斜構造をとってい

る c 傾斜は，一般に.半島内部では絞く，半島の両海岸ではやや急傾斜をしめし，さらに

圧砕をうけている t号合が多い。

この地域を支配している主要な地ヨー構造は，火成岩の近入方[I~などからみて，半島に平

行に発達している構造線と考えられる lli-fタトにおいては， N200~50G W 性の，半島を胴切

りにする断層が目立っているが，この構造禄は，火成岩の近入によって，副次的にひきお

こされたせん断であると三J7えられる

IV 地質各説

IV.l 白主主己層(根室層群〉

この図!隔地域内には，上部白紀 lこ)昆する根室層群の下位をしめて LJ ユるノッカマザプ層

と，根室層とが分布しているだけである。ノザカマップ層より下位の地層については， Rlt~

出がないので不明である。

IV.I.1 ノッカマップ層 (Noc)

ノザカマヴプ'III刊(す;utこ分布しており，この地域内では根室層群の段下位をしめている。

おもに繰岩・集塊宕・凝s疋岩からできている地層であるが，岩相の変化がいちじるしい。

この地域では，最下部はおも

に陳岩であり，そのなかに集

塊宕や凝灰岩をはさんでい

る c 中部は，砂岩・泥岩 ·v

/レト岩の互層からなる。さら

に上部は，おもに集j兎岩から

構成されており，そのなかに

疎若キ擬灰走主にさ/えてい

る c なお，上部の一部には，

玄式岩l~I安山岩ーの熔岩・がみら
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玄武岩質安山岩

を岩塊とし，その問を凝灰岩

がtInめているものが多い c ま

た， n業~s'の陳は，大部分が集

塊去と同じ岩貨の玄武岩質支

れる c

UJ岩であるむとのほか，少量

のキiti収岩や花出岩の礁がみら

れる。 陳岩の基質もまた，凝

灰岩である場合が多い。この

いる。

輝石，角閃石から構成されている。なお，凝灰

岩は緑色を呈しており， 斜長石・輝右・黒雲

母・角l河石および玄武岩の紅l礁などをふくんで

写真 2 ノッカマップ用 (B: 政岩部〉

地層の一[:部に.わずかにはさまれている砂岩や

泥岩は，つぎの茂にのべる根室層群のそれと，

ひじようによくにている。乙の地層には， 1也の

地層にみられない特ちょうのあるアノレコーズ砂

岩が，わず、かにふくまれている。

アノレコーズ砂岩:±.多旦:の斜長石と，少量の

ノザカマップJf[口付'，Qと，シリワス付近では，

凝灰岩や泥:岩のなかに，化石がわずかにみられ 写真 3 InoceramusshikotanensisM.

る c 産出する化石はつぎのようなものでおるこ

InoceramusschimidtiMICHEL

1.cfr.shikotanensis.MATUMOTO(MS)

Dentaliumsp.

Brachiopodsgen.et.sp.indet.

IV.1.2 根室層 (NE)

ノッカマザプ 'Ill 中をのぞいた地域に，広く分布している c この地層は，根室層群のなかで，

もっとも厚く，その岩相は，一般に凝り疋質の砂岩・シノレト岩・ ijE~ の互層である。

‘集 1鬼岩については，あとの項で詐しくのべると
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この地層は，岩相の変化に乏しいが，わずかに，下部・中部・上部と岩相の特ちょうが

みられる。

下部は，おもに根室湾側l乙分布しており，砂岩・泥岩の互層を主体とし，乙の互層のな

かに凝史質砂岩や凝灰岩をはさんでいる。この凝灰岩・は緑色を呈し，ノッカマヲプ層のな

かにみられる凝灰岩と，全く同じ岩質のものである。

中部は，おもに太平洋岸に分布している。岩相は，粗粒から細粒の砂岩と，泥岩の互層

を主体とし，その一部lこ角牒凝灰岩をはさんでいる。乙の角疎凝灰岩の礁は，玄武岩質安

山岩である。

上部は，砂岩と泥岩の互層からなり，そのなかに，白色の桂質な凝灰岩をはさんでいる。

この部層は，隣接するミ根室南部図|幅ミ地域内に発達しているが，この図幅地域内 lこは訴

出していない。

化石は，泥岩のなかから小型の Inoceramus の破片がみつけられている。しかし，鑑定

にたええるようなものは，発見されていないっ

IV.2 第四紀層

この地域に発達している第四紀層は，洪積世lこ属する 2 段の海岸段丘堆積物と， {II:I積世

に属する火山灰層・現河床堆積物，湿地性堆積物などである。

IV.2.1 海岸段丘堆積物

すでにのべたように，この地域は，全般に低い平坦段丘台地の様相を呈している。この

平坦面は，あまり高度差のない 2 段の面にわかれている。

半島の中央部では，標高 40m ていどの，やや高い平坦面が発達しており，半島と同じ

方向に幅狭くのびている。この平 JfJ面をはさんで南と北には，標高 20m~30m ていどの平

坦面が広く発達し，海岸線まで続いている。これらの平坦面には，薄い段丘堆積物がのつ

ている。

段丘堆積物は，発達している高度によって，つぎのようにわけられる。

20m~30m 段丘堆積物 Tr2

30m~40m 段丘堆積物 Trl

堆積物は，おもに疎や砂からなり，まれに，薄い粘土層をはさんでいる。海岸線付近で

キ第四紀層については，根室南部図幅に詳しく説明されてある。この図幅地域も，それと

ほぼ同様なので，簡単に記載する。
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は，はげしい風蝕をうけ，段丘JH~積物がけずられて，法性岩え~iを， H~j主，つぎにのべる火

山氏層がおおっているところがある。

IV.2.2 火山灰層 (As)

平坦台地をおおって，火 rlr 灰層が広く分布している。この火山氏関は，数枚の火山灰と

火山氏質粘土から構成されている。まれに，そのなかに砂の;専属を，はさむことがある。

山田忍によれば，これらの火山灰ほ，摩周統の A ・F ・G の 3 火rlr l疋と，千島方而から飛

来したものと考えられる， ljj 所不明の火山灰とにわけられているつ

IV.2.3 現河床堆積物 (AI) および湿地性堆積物

現河床堆積物 現河川にそって，河床 J!f:積物が I隔狭く発達している。;合 ;{jj 地h.i\の大部分

は，湿原になっていて，そこにはミョ、ンミなどの出物が常生しており，下位況がひ i:i を1\;成

してし〉る。

海浜 この地 t或の海岸は，段丘が海岸線までせまっており，切立った急 j~fi:. を形成してお

り，海浜のないところが多い。海浜が発達しているのは，海が替入していて入江状になっ

たところの奥にだけ限られているっその分布組凶は，ひじように狭い。 白浜は，おもにそ

の附近に分布している和 l粒玄式岩の礁からできている。砂層は，部分的に I深層を薄くおお

ってみられるだけである。{抑留には，多呈の輝石がふくまれていて，外観は黒色にみえる

場合が多い ο

湿地性堆積物 標高 20 m~30 m の段丘面の J:J こは ， y民地情;が発達していることが多い。

この混地 ;JW は，高地性ツンドラと呼ばれるものであるの湿地の基底部には，ごく低品位の

褐鉄鉱層のみられることがある。

1'1.2.4 新石器時代

との地域の海岸線にそって，多くの Vこて穴、が発見されている。とくに，ナニマタン

川口附近・ノザカマップ付近および v キウス附近に，多くみつけられている。ミたて穴、は

明治大学文学部考古学教室や，北構保男氏らの手によって発掘が行われ，各種の土器や小

型石器が発見された。土器などの鑑定の結果，これらの吋こて穴、は，縄紋 l時代前期から，

縄紋|時代 I!\u 閉までの各時期にわたるものとみられている。

キ山田 忍: 北海道における火山灰噴出物の分布について，北海道地質要報， No.2!

山田 忍: 火山噴出物の I世積状況からみた (Ijl 積世における北海道火 1 1.1の火山活動に

関する研究，地目 Hi! f 専報， No.8

料根室市在住

中村北構保男氏談
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一般に，ミたて/~C~ は太平洋岸よりも，根室湾岸に多

く分布している c

ミたて穴、のほかに，コタニケシ川口l討;iiには貝塚が

あり，多くの貝殻i政j干が埋もれている。乙の貝設は，

アサリ・ヂノレガイ・ナラガイ・バカガイ・オオノガイ

ボラガイなどがとくに多い。これらは， J完i，{E この附 ;ii

の海岸でみられる程傾とほとんど同じ種煩のものであ

る。

IV.3 火成岩類

この地域に分布している火成岩煩には，ノザカマッ

プ層の一部を構成している集塊器と，根室層群のなか 写真 4 貝 塚

に近入している玄武岩煩とがある。

玄武岩・煩は，その化学成分がアノレカリに富むことが，一般的な持ちょうである c また，

乙れらは岩質によって，つぎの 3 種類にわけられる。この 3 種煩は，それぞれ岩貨がちが

うばかりでなく，近人形態にもちがいがみとめられる c

合かんらん石tmff!玄武岩 DB

かんらん石 tEI.n 昨日粒玄式岩 DD

玄武岩脈 Dy

これら玄武岩売買の近入Ii日序は，まえにのべたように，まず，合かんらん石和国玄武岩が

近入し，ついで，かんらん石来日而相粒玄式岩が近入し，さらに，遅れた|時期 jに，玄武岩脈

が貫入したものとみられる。 近入|時期については，いちおう，前の二者が白豆紀末の火成

活動によるものとみられるが p くわしいことは，今後の調査にまたなければならな l 0c

IV.3.1 ノッカマップ層中の集塊岩 (NOA)

この集塊岩は，ノッカマップ層の 1 構成員であり，礁岩層や凝りく岩層と互層している c

とれは，安山岩の岩 t)~ の同を，同じ岩 lq のr. ~t 岩，または緑色の凝灰岩が埋めているもので

ある。

安山岩は，百灰色を呈するち密な岩質で，判長石の斑品が多 CO c これを顕微 jyt で=主任祭す

ると，つぎのようである。

111 品 斜長石〉普通輝石

ネ;'1 長石 (An=70~62) は， lmm-2mm の大きさの長柱状白形結品であり，そのほ
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B: 断医!

写真 5 ~車王山構造

とんどがソーシュール石に置き換えられている。 iT 通知f(石は O.3mm~1 mm の大きさ

で，割目の発達がいちじるしいつまた，淡緑色を旦し，ほとんど多色 'I~l: がない。

石基 微品質で，斜長石，禄泥石，磁鉄鉱および粒状の炭酸塩鉱物などからなる C

IV.3.2 含かんらん石粗面玄武岩 (DB)

この図 l陪地域内で，合かんらん石柱 l而玄武岩が分布しているのは，半島内陸部のやや根

室湾よりの場所と，ノッカマヴプ岬地域である。ことに，ノザカマップ川口附近に，もっ

とも大きな岩体がみられ，ここでは厚さが 200m 以上に達している。この場所以外では，

ノッカマップ層や根室層のなかに，シート状によ注入しており，その岩体の厚さは，せいぜ

い 20m ていどであるつ

この岩体は，岩体の一部にミ£if石山がみられるのが特ちょうである。この地域内では，

ノッカマザプ川口に車石がみられ，その特ちょうのある産状は，天然記念物に指定されて

いる花咲岬のそれと，ほとんど同じで

ある。なお，この岩休のなかで車石を

形成していない部分は，柱状節理が発

j主して G~ るシートである。

車石は写真 5 にしめしであるよう

に，断面 iでみると，径 50cm~1 m の

円状形をした熔岩が重なりあって G~

て，その一つ一つが， r:: 1:J心から外壁に

むかつて，放射状の節盟が発達してお

り，車輸のようにみえる，一方， {HIJmi

からみると，円筒状の M岩が蛇状にう

ねり，またからみ合って重なっている。

この個々の円 i可決熔岩の問を，方 iji; 石

をふくんだガラスが HI!めている。とき

には，堆積岩をその!?日にはさむことも

あるつ

ノッカマップ川口より，やや京より

の地点で， tl 状節周 Rをしめす部分から，

車石;こ砂りかわる状態がよく卸祭でき

るコこの分布状態をしめしたものが，
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第 2 図である。岩体の周辺部で，堆積岩と接する部分は，堆積岩の層理とほとんど平行に

技している c しかし，その接触部のlilI?; 1m ほどの間は，堆積岩の層理が乱され，部分的に

集塊状になった含かんらん石組而玄式岩のなかに，堆積岩がもみこまれている。岩休の最

外核部の 5m ぐらいのi隔が，集

塊岩状になっているが，その lサ

側に，典型的な車石が発達して

いる。 車石の内側になると， III

石はなくなり， T~ こ向って扇状

lこ広がる特珠な柱状節理(写真

6) をもっ岩村、に移りかわる。

同じ岩体のなかでも，車石を形

成している附疋では，上にのべ 写真 6 ノッカマップにみられる扇状の柱状節理

た特殊な節理の発達することが特ちょうで，車石を速く tijj[:れた部分では，このような節;血

はみられない。

ノザカマッフ。地域での車石は，近入岩体の上盤側の部に形成されている。第 2 図にみら

れるように，ここでで N70° E 方向の近入岩体が，重なり合って何枚もあるようである。

そして，それぞれの岩体のと盤側に車石を形成している c 車石を作る作用は，近入機構と

lk"m.0.5

キ

3

冨1

凹2

一戸\へ

第 2 図 ノッカマップにおける車石の分'l'li 図

1: ノッカマップ層 2: 柱状節理をしめす部分 3: 事石
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写真 7 集塊岩状の岩床

密接な関係をもつものと考えら

れ注目される。

サニコクン川口附近に，写真

7 のような集塊岩が，根室層中

にはさまれている。この集塊岩

は，一部では厚いが，それを走

向方向に追跡すると，わずかの

間で，厚さはいちじるしく減少

する。また，ちょっとみると，堆

積した集塊岩のようにみえる。

第 3 図 合かんらん石粗面玄武岩

PI: 斜長石 Py: 普通輝石 11: チタ γ鉄鉱

Kf: カリ長石 Mg: 磁鉄鉱

しかし，集塊岩の上盤に接する堆積岩の剖目にそって，幅 1m ほどの範囲まで，ごく車問中立:

の熔岩やガラスがはいりこんでいる。このような事実から，この集塊岩も，地層の堆積し

た後に近入した熔岩が，集塊岩状の外観をもつようになったものと考えられる。

岩質は，一般に優黒色を呈し，ち密で，長柱状の;jA長石の斑品の多い，京Ii面玄武岩である。

斑品斜長石〉輝石>(かんらん

石)

斜長石 (An=45~55) は， 3mm~

5mm の大きさをもち， 割目が発達

している。割目にそって，入n J1X:分

の低い斜長石が形成されている。輝

石は 1mm~3mm の大きさで，淡

緑色を呈し，多色作tのない普通輝石

である。かんらん石は，まれに，緑

泥石のレリックとなってみられるて

いどである。

石基 インターサータノレ構造をと

り，ほとんど斜長石と輝石からなる。

輝石は淡緑色で多色性のない普通輝

石である。このほか，緑泥石，ソー

ダ沸石，プJm石，燐灰石，カリ長石，

磁鉄鉱，チタン鉄鉱がみられる。

IV.3.3 かんらん石粗面粗粒玄武岩 (On)

この岩体は，根室湾側のノザカマザブ。 rlJ;r をはさんで東と百の両地区と太平洋沿岸に分布
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している。根室半島で，かんらん石祖国組粒玄式岩の分布は，大まかに根室市街地区に発

達している岩体群と，納沙布山中地区に発達している岩体群の， 2 カ所にわけられる。図幅

地域の，ノッカマップ岬より西側に分布しているものは，根室市街地区の岩体群に，それ

以外のものは納沙布岬地区の岩体群に，それぞれ属している。

この岩体の分布のようすは，第 4 図にしめしであるように，小岩体が雁行状に配列して

いる。また，近入のようすは，地層の層理面にそっている場合が多いが，明らかに地層を

切って，近入していることも少なくない。この岩体は，納沙布岬地域に発達している岩体

のようすから，不規則な)診をした ν←ト状の近人形式をとっているものと三与えられる。

まえにのべた合かんらん石粗而玄式岩には，柱状節理が発達していたが，この岩体には，

板状節理がいちじるしく発達している。また，堆積岩との接触部では，周囲の堆積岩に幅

50cm----1m の範囲に，接触変質を与えている。この変質は，堆積岩の構成鉱物の一部が，

カリ長石・方沸石・ソーダ沸石などで置き換えられているものである c

岩体内では，岩相はいろいろ変化しているが，その大部分のものは，完品質で，輝石の

斑品がいちじるしく多いピクライト質の玄式岩 (Picrite basalt) である c まだ，岩体の周

、

y

フ。

C早

C 2('て守n

qJV 4
〆イ/

5 6

第 4 図玄武岩類分;flY 図

1:ノッカマップ層 2: 根室屑 3: 含かんらん石粗面玄武岩

4: かんらん石組面粗粒玄武岩 5: 地層の走向・傾斜 6: 流盟国の走向・傾斜

- 14 ー



写真 9 モンゾニ岩の産状(根室港東海岸)

Pi: ピクライト玄武岩 Mo: モンゾニ岩

辺部では，斜長石が斑状にな

り，基質はに細粒の冷却相が

発達している。根室港附近の

海岸では，このピクライトの

なかに，写真 9 にしめしたよ

うな産状で，モンソーニ岩質の

部分がふくまれている。ま

た，節理面にそって，閃長岩

写真 8 かんらん石粗面粗粒玄武岩の産状 質細脈が発達している。とく

に弁天島ではちょっとみると，斑れい岩状の外観をもっ粗粒なピクライトがみられる。根

室市街地区の岩体群の東の末端部

にあたるシキウス聞す近では， 第 4

図にみられるように，雁行状に配

列しながら，東に，しだいに小さ

な岩体となり， しかも基質が細位

化し，かんらん石玄武岩の岩質と
溺-…j

なり，ノッカマップ層の中に近入

している。

半島全地域の分布のようすから

みて，モシゾニ岩をふくんむ根室

港附近の岩体は，根室市街地区の岩体群の，ほぼ中心部であろうと考えられる c

ピクライト玄武岩質部 完品質の粗粒なもので，やや深成岩のような外観をしめしてい

る。また， 3mm-5mm の大きさの輝石の斑晶がいちじるしく多く，優黒色の岩質であるつ

このなかに，斜長石とカリ長石の結品が集って，径 lcm ていどのボーノシ況になったもの

を，ふくんでいることがある。

一般に，斑品の量が多く，石基の部分が少ない。

斑品 普通輝石〉斜長石〉かんらん石

普通輝石は半白形を呈し，累帯構造をしめしている。色は淡緑色で，ほとんど多色性

をしめさなし、。また，割目が発達しており，この割目にそって，緑泥石や沸石類がみら

れる。なお，輝石の周辺部が，ソーダ輝石に置き換えられていることが多 l' 8 斜長石

(An=60-35) のほとんどがソーシューノレ石化しており，双品面も不明瞭なものが多い。

かんらん石は，緑泥石化し， レリックとして残っているにすぎないc

- 15-



第 5 図 ビクライト玄武岩

Py: 普通揮石 PI: 斜長石 An: 方沸石

石基 ややオヒィテックに近い構

造をとり，おもに求l 長石と輝石とか

らできている 0・また，部分的に黒雲

母が少量みられる。これは 2 次的に

形成されているものであり， x=淡

黄緑色， Z= [I音緑褐色の多色性をし

めしている。このほか，カリ長石・

ソー夕、輝石・磁鉄鉱・緑泥石・ソー

ダ沸石・プ7沸石・菱沸石・絹雲母・

金雲 1':1:・燐灰石などをふくんでい

る。

モンゾニ岩質部 モンゾニ岩は，根

室港附近に発達するピクライト玄式岩

のなかだけにみられる。この図幅地域

には，納沙布l岬でみられるような典型

写真 10 モンゾニ岩

Py: 普通師石 Pe:;JFI長石 Bi: 黒雲町

I-(f: カリ長石 An: 方詳!\正 I

的なモンソ守ニ岩は，分布していない。モンゾニ岩の岩質は，完品質の等粒な，桃色を呈す

るカリ長石を多量にふくんでいて，全体として，やや淡紅色を呈している。

モンゾニ岩の産出のようすは，ちょ

っとみると捕獲岩状を呈している c し

かし，顕微鋭下の祝察によれば，ピク

ライト玄武岩の一部をそンゾニ岩がと

りかこんでおり，ピクライト玄式岩よ

りも遅れて形成されて L 】る

モンゾニ岩は‘京主下の担当そでは，

つぎのような宣をしめしているぐ 1

構 Jj 足鉱物(土.はほ等粒であるが，

斜長石と輝石が，ほかの鉱物にくら

べてやや大きい勺一品に.来， ;j rn! 形は

半白形ないし他 if) をしめしている〈

構成鉱物は，普通師石・カリ長石・利長石・黒雲母・方羽 1\ 石・ソータ沸石・ソータ *i11 石・

金雲同・政・民 lイ王 l などである

斜長石C-'\ n=40~45) は，絹雲町などに変っているものが多い。苦 j亘輝石は淡緑己

'鉱物の沼のさシい I民に立べてあると
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写真 12 玄武岩脈

を主し，多色性をほとんどしめさなし、こまた，その)行!辺は，青主主己のソー夕、昨石で置き

換えられてし、る c 黒雲 EJ は， 2 次f:f'J Vこ形成されたもので， X=1炎 'tti 初色， E=:;;;;ti\) 色の多

色性をしめしている。カリ長石i'工， 2Vx=64c~70c をしめずJL:.長石と 2 Vx=38°~52°

をしめすアノーソクレースがあり，この中では正長石が早期に品 LU していると

閃長岩質細脈 まえにのべたピクラ

イト玄武岩の節理にそって発達してい

る制服であるコ脈幅は，せいぜい 1cm

~2cm てしユどのものである c 宕演は，

完jlflVI:LI-の優白岩である。

梢j瓦鉱物は，カリ長石・背通輝石­

Ji[~ 雲母・万世f，石・ソータ¥?f，石・ソー

ダ輝石・エチ‘ル輝石・燐FR石・磁鉄

鉱などであるコ

普通輝石は，淡緑色を呈し，多色 写真 11 閃長岩質脈

性をしめさなし、 c また，男聞や '(Mil 日 An: 方沸石 Bi: 黒雲母 Kf: カリ長石

にそって，黒雲母化がおこなわれて Sa: ソーダ輝石

いる。輝石の周辺部は， ソーダ輝石に置き換えられているものが多し、。エヂ、/レ輝石は，

上記の輝石よりも遅れて形成されており， Xξy= 淡青緑色， Z= 青緑色の羽し、多色性

ちとしめしている。 なお， 黒雲町の多色性は， X= 淡黄褐色， Z= 1f白禍色である。

IV.3.4 玄武岩脈 (DY)

サンゴタシJ[[口附近から，シリウスにいたる間の

海岸に，いくつかの玄式岩脈がみられる。その近入

方向は，おもに， N200~50G W の走p:IJをしめして

おり，海岸線に直交している:この辺入方向は，こ

の地域にhちじるしい発達をしめす圧lilHWの方向

と，まったく一致している c

岩質は，俊黒色のち情なもので，斑!日こ乏しい示!日

粒の玄武岩である。

m品 0.2mm~O.5 mm の普通輝石が， やや Hi

品状にみられるが，粒度から入ると，石 J去とほと

んどちがわなし、。輝石は淡緑色を旦し，その ];'i; 辺

部は，青緑色のソーダ輝石に置き換えられている c

石基 長柱 :1えのポ|長石と粒状の 11"- 斜輝石からな

り，インターサータル 4托:&lをしめしている c

- 17-



斜長司二i は，双 IWIWi にそって， ソーシュール石化がすすんでいる。輝石は淡緑色を呈して

いる。このほか，紋泥石もおり，その一部は黒雲母質になっている。また，多量;の磁鉄

鉱と，ごく少呈のカリ長 ";(:i などがみられる。

V 地質{背J迭;t-よび地史

この地域の地質権造および地史は，図柄地域内の資料からだけでは，推察することが困

難である。つまり，恨室半島全地ほからみなければならないコこのような立喝から，図幅

地域の地質構造および地史についてのべる。

V.l 地質構造

この地域の地質構造のもっとも重要な要素は，根室層群が N600~80° E の走Ii可をしめし

ていることと，玄武岩頬が規則正しく分布していることである。

根室層群の構造 この地域に分布している根室層群の層埋は，ほぼ N 60c~80c E ・ 10 コ

~300SE の走向・傾斜をしめす単斜構造をとっている。したがって，北から南にむかつて，

しだいに上位の地層が発達してl) る。

摺曲 この地域の地質構造を支配するような大きな摺曲は，ほとんどみられな l) ，)ただ，

沼 iIb の幅 5m ていと、の微摺 IJbが，かんらん石til市中\1粒玄式岩の分布する近くによくみられ

る。この摺 Ill]軸はほぼ一定しており，ほとんどが N 200~50J W ・ 100~25CS E の走向・傾

斜をしめしている。

断層 この地域に発達している断層群は，つぎの二つの方向性をもつものに整理するこ

とができる。

a) N40~70° E の走向をもち，半島を斜に切る断層。

b) N20o~40° W の走向をもち，半島に直交する断層。

a)!こ属する断層は，二，三カ所でみられるが，なかでも，サンゴタニ川口附;5:のもの

が，もっとも規模が大きい。この断層は，根室南部区 j!隔地域の花咲岬からつづき，半島を

東と西の二つに区切るものと考えられる。なお，これは断層の北側が抑し上げている逆断

層の性質をもっている。

めに属するものは各地に発達しているつこの断層は，圧 li午を伴っているもので， EU みさ

れた幅は，数 m におよんでいる。また， EEJi ノih された部分の母岩は，緑泥石伯作用がおこな

われており，さらに山石煩の京 In 脈をともなっている。このような性質をもっ断層は，ほと

んど落差がみられないっしたがって，断層というよりは，むしろ正砕;!日:としてり批われ

る性質のものであるつ
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火成岩類の構造 合かんらん石粗面玄武岩とかんらん石松市組粒玄誌岩とでは，その岩

体内の構造，および、母岩に与えている構造要素が，かなりちがっている c

含かんらん石粗面玄武岩 一般に個々の岩体は，その厚さが最大 50m て G} どであるが，

延長方向にかなり長くつづいているシートとみられる。車石が形成されているところは，

発達のようすから，それぞれ火成活動の中心部とみられるである。車石が形成されて

いる附近では，母岩の堆積岩に対して，圧砕や歪を与えている(なお，車石の側面にみら

れる蛇状のうねりののびの方局は，ほぼ一致しており， N40己~60° W の走向をしめして

いる。

車石がみられない部分では，母:岩の層理 lこまったく平行したシートであり，冷却面に直

角な節理(柱状節理)が発達している。

かんらん石組面粗粒玄武岩 この岩体の分布上の特ちょうは， N40:~70° E の近入方向

をもっ小岩体が，いくつもならび，全体として， N80
0

E の方向に雁行配列する岩体群を形

成していることである。この岩体lこは，冷却面に平行した節理 (1t~i犬節理)が発達してい

る。またピクライト質部では，斑品の輝石-の C 軸の方:n'Dをグラフによって整理すると，

写真 13 かんらん石粗面粗粒玄武岩体のうねり

士この方向は話会入方向に対して直角な )j 向，すなわち b ijdl とみられる c
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N30o~50° E ・ 20 つ~300SW の方l内J I乙ならぷ輝石が多い 3

この岩休は，一部では地層に平行し，ほかの一部は地層を切って近入している c 地層に

平行している場合でも，接mrJ:1訂からわずかの純回であるが，地層に対してたくび布、ゃ
不平

た III!i割ミを引き起している。なお， Lt!J働のヒシデはほぼ一定していて， N30o~60c W ・ 15°~

20
0

SE の走刈・傾斜をもつものが多い。

玄武岩脈 まえにのべたように， N30o~60c W , ほぼ主~n互の走 !I:ij ・傾斜で近入してい

る。

これまでのべてきたことから，この地域の地質構造について，つぎのようなことが推察

される。

すなわち， ιf ~;_~紀の末比iHこ，地下山部におし，)て，半島ののびと同じ方向をとる大きな断裂

Tifが形成されたものとみられる。この断裂+i}を通って玄式岩組が近入したものであろう。

したがって， この断裂のJ[3，成が，この地域の地質構造を決定する，もっとも大きな要素

と考・えられる。

この断裂を通って，まず合かんらん石tilf!ll"玄武岩が，さらにより遅れて，かんらん石組

i百組位玄武岩が近入した。これらの近入が，地表近くでは，深部の断裂によってひきおこ

された裂っかを利用したものと推定される。

合かんらん石組面玄式岩の;J1入のときに，周聞のほ:岩に与えた影響は，ほとんどないも

のとみられる。これに反して，かんらん石組而粗粒玄武岩の近入は，周囲の母岩に，強い

影響を与えている。この地域の方々でみられる N 30o~60° W の走向をもっ圧砕帯や微摺

ltb は，かんらん石和 i而粗粒玄式岩の近入によって，副次的に引き起された構造であるとみ

られる。また，玄武岩脈は，より遅れたIi寺]切に，この圧砕;i告にそって貫入したものである。

花咲:~Iiiからナンコクこ/川口を通り，半島を斜に切る断層は，まえにのべたように，その

北側が押し上げている逆断層である。これは，火成岩類が南側から近入しているのと，逆

の1勤き方である。この断層の形成時期や淫到様式の解明は，今後l乙残された問題である。

V.2 地史

これまでのべてきたことから，この地域の地史を，つぎのように推測することができる。

白皇紀末の浦河世に寓する根室層群よりも下位の地層は，今のところ，どこにも知られ

ていない。 根室層群の堆積環境は，つぎのように推察することができる。

ノザカマヴブF5は，ひじように j主しヰ与に J1[:干責したっそして， JiH'責rrt ~，こはカルク・アノレカ

k この方向は，泣入方|白j，すなわち a 軌をしめすものとみられる。

料 V. V. ベロウソフ， ，、持活地質学 I， P.147~150. Ut 学的)
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リ岩系の火山活動が行われて C)たものであろうっこの時間!の火山活動の中心は，ノザカマ

ザプ層の岩相の交化からみて，ノッカマ、ソプ干から，あまり速くない場所であろうと考え

られる。

さらに，根室層の:ft積は，その岩~;I~lの組合せからみて，沈i年や隆起の振動が激しかった

ことが恕像される。火山活到の直接の痕跡(まみられないが， この地層の下部に玄武岩立凝

これらの地層に集塊岩や凝\〈

灰岩が，中部から l二部にかけて功岩15凝百岩が，それぞれはさまれている

根室層より[二位 l乙長njl層，落石層，ユノンリ層とつづき，

岩がひじように多くはさまれているコしたがって，根室層群の堆積!店は，ッi(dJ活動がつづ

いていたものとみられるつ

これら根室層群の11[:積の末時jには，アルカリ宕系の玄式岩の近入が行われたものとみら

れる。まず，合かんらん石!日面玄武宕が近入し，部分的に車石を形成したようである。つ

いで，かららん石 fill打itiU弘玄式岩が辺入したものと Jさえられる。その近入時間は

末と三:'-:J' えられるが，第三紀の初にかかる可能もある。

世f~己記

第三紀のW~:代に， この地域でも堆積が行われたかどうかは，第三紀層をまったく欠除し

ているので，不1".1)3である。ただ，第四紀の段丘が形成される以前l乙， -~[;2陸化していたよ

うである。

25i~ IJ.c1紀 lこはしユり， この地域は，ふたたびほとなり，基盤の蝕侵が行われ，そのーとに陳

や砂層をJffJ責 LJこっそのご，隆起が行われ，現在みられるような 2 段の段正市を残すよう

になったのである。

現世になって，摩周火11rの火rJJi舌劫がおこり，この地j或にも何!主かの火rLr l}(を iヰらせたコ

さらに，河川ぞいに氾濫原坑積物などを漬しながら，現在につづいている

VI 応用地質

この地域の鉱産資 ;;liH は，きわめて貧弱であって，石 j寸をのぞいては.

がないといえるつ

くみるべきもの

砂 鉄

この地域の海岸 lこは，入江状に海が湾入した部分にだけ，海浜が発送してし〉る c しかし，

;年沢・の発達[日積はひじように限られたものであり，そのうえ，大部分は服 l胃からなってい

る。この棟層をおおって，部分的に薄い砂層が分布しているが，

ミこれらの J也!習は， この図 !IJli~ ±也 j或には]R'{{ U\ しないご

- 21
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この地域内でもっとも砂鉄めて少量の打とげ砂金央がみられる。ノッカマップ川口附近は，

もちろん，弱:の量が多いが， 7誉院卒 30 ;?{前後のものが，ほぼ 200 ton あるていどである。

行の対象にはならない。

水下地

根室半島全地岐にわたって，地下水に不足していて，飲料水は，沢水を利用していると

ころが多い c 根室市の水道は，温根j日の水を浮化して用いている。また，これまで，飲料

水をうるため井戸が何本か掘られたが，そのほとんどが空井戸であったc

この地域の竺:盤である根室層群のなかには，滞水層がみられない。基盤の上にのってl)

る段丘tit積物が;帯水層になっているが，その厚さがひじように薄いので，地下水に不足し

ている。なお，ほとんど平坦な堆積物なので，地下水のきまった流路がないらしい c この

ようなことから，今後とも，地下.水をうることは，困難であろうと考えられる c

材石

海岸線にそって，すでにのべたように，合かんらん石til面玄武岩と，かんらん石組面粗

粒玄武岩が露出している。これら玄武岩煩の石材試験結果は，第 1 図にしめしたとおりで

石材試験結果

p

kgr/cm2

748.2

610.6
Z七 f

315.9

註 2

648.8
:tt3

1,130.7

0.8721
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o779l

1,703
1

1,7441

1判

lw(%)
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Gs

2,921

2,915
1

2…2,6291
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2,953
1

2,926i

2,955:

2,945j
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2,67f
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rt: ~県、問;キ J

W: I氏水平

い岐 71'~ ;ヰては j諮問の発達した試料であったた

ぽjJW Ei\ ':二百角な方向の値である。

ひじように男聞が発達した部分の資料である。

この資料も，やや持聞の多い部分のものであるから，尖|祭には，かなりの11.虫 i主にな

るものとみられる。

Del:4 合かんらん石 fjl frIi 玄武岩の，異常 k三

めであると考えられる。
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ある c

かんらん石来[1而相社玄式岩の産出のようすは， if:状構造が発達しており，この面に平行ー

した小さな努閃が，多くできている。一方，合かんらん石川百玄武岩は，柱状節理が発達

していて，節出I!ifと節理面の間隙は 30cm ていどある。このEir]出国によって区切られる 30

cm3 の塊は，ひじようにち密で堅田な岩質であり，ほとんど曳開がみられない。

己れらのことから，かんらん石;joUr日常任粒玄式岩は，石村としての柿値はない c ノッカマ

ップJ[[口附j立に代表的に露出している合かんらん石和一!而玄式岩は，石材として各方面に利

用することができると考えられる。
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Resume

TheNemurohokubusheetcoverstheareaoftheextremeeastern

partoftheNemuropeninsula, theeasterlyprotrudedpartofHokkaido.

Fromthegeotectonicviewpoint, itisconsideredthatthepeninsula

belongtotheKurileislandarcasaunitcomposingitsouterzone: the

ShiretokopeninsulalyingimmediatenorthoftheNemuropeninsula.

SuchtectonicrelationistraceableforthewholeKurilislandarc.

Geology

Thegreaterpartoftheareaiscomposedofmembersofupper

Cretaceoussystem, theNemurogroup, andofprominentsheetswarms

ofbasalticrocksfamousfortheirpeculiaroccurrence. Anyyounger

depositiswhollylackingexceptforterracedepositsthatcoverthe

surfaceofthe 乱attened rollinghillsaswave-cutterraceswhichare

foundthroughthewholepeninsula.

1. Nemurogroup(upperCretaceous)

TheNemurogroupisdividedintofive formations , indecending

order; theNotsukamappuformation ,theNemuroformation ,theChoboshi

formation , theOchiishiformationandtheYururiformation. Onlytwo
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ofthem , theNotsukamappuformationandtheNemuroformationare

developedinthisarea.

TheNotsukamappu formation , thelowestoftheNemuro group,

consistsmainlyof conglomerate, tuff , agglomerateandintercalating

sandstoneandmudstone. Theagglomerate, isofaugiteandesitehaving

lowalkalicontent. TheNemuroformationi2cDmposedofmudstone ,

sandstone, tuffandrarelyfine 司grained tu 百 breccia.

Theyarenotintenselyfolded ,butshowngentlemonoclinicstructure

ofN60ー-80ー E. and10ー-30ー SE. strikeanbdip.

2. Quaternary

Fromthetopographicalviewpoint, thewholeareaofthepeninsula

isanelevatedwave-cutterraceplateau, whichisnothigherthan40m

fromsealevel. Theterracedepositisdividedintohigherandlower

parts. Theformerisof30m.-40m.height, andthelater20m.-30m.

LayersofvolcanicashsupposedtobeofMashu.seriescoverallthe
sedimentsofthearea.

3. Igneousrocks

Theignoousrocksareprominentlydisplayedalong the coastal

eli 旺s asdykeandsheets;allareofbasalticnature. Ithaslongbeen

acceptedthatthebasalticrockofthisareabelongstothealkalinesuite,

andso, formedanuniquealkalinerockprovincerareinJapan. In

theirchemicalcomposition, itiscommontothemthatK20hasprepondｭ

eranceoverNa之O.

The basalticrocksarecomposedofolivine-bearing trachybasalt ,

olivinetrachydoleriteandbasait. Theyaredistinctiveinrockfacies

andalsointheirintrusiveforms.

Theolivinebearingtrachybasaltshowsnovarianceinrockfacies.

ItconsistsmainlyofPlagioclaseandaugitewithintersertaltexture ,but

minorporphyiiticplagioclaseandkali-feldsparconfinedtogroundmass

aretobenotedinsomepart. Theirintrusivebodiesarecharacterｭ

rized by sheet form , in which so-called “ Kuruma-ishi" structure,

prominentnodulartexturesimilartothatofpillow lava, isextensivly

developed.

Theolivinetrach yァdolerite madeupofprominentpicrite-basaltand
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monzonitefacies , bothfollowedbysyeniticveins.

TheirintrusivemassesaredisposedinechelonformonN80ー E.,and

theytakeirregularsheetforms. Thepicrite-basaJtconsitsoflarge

amountsofolivineand pyroxene, accompaniedbyca!sicplagioclase;

themonznitteiscomposedofka1i-feldspar, biotiteandaegirineaugite.

Characteristically, theyareaccompaniedbyzeolitesasanalciteand

natrolite.

ThebasaltproperisintrudedalongtheshearedzoneonN20ー-30ーW

asdyke. Theageoftheigneousactivitymayprobablybeupper

Cretaceous. Amongtheformationstheolivine-bearingtrachybasaltis

earlier, theolivinetrachydoleriteislaterandthebasaltisthelatest.

EconomicGeology

There are no economically service area except ちtone forcivil

engineeringused. Theolivine-bearingtrachybasaltisveryhardbring

over1130inP.(CompressiveStress). So, itisavailableforpublic

works, etc.
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